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抄録本文 
 健康長寿の実現は医学薬学の宿願である。生活習慣病は、その実現を妨げる主要な疾患群
の呼称と見なせるが、発症および増悪因子に関する臨床研究により、精神的ストレスやうつ
病罹患経験がリスクファクターであることが示されてきた。 
我々は、うつ病や統合失調症に対し、生体ホメオスタシスや炎症制御の破綻という観点か

ら病態研究を進め、また血液など罹患者由来の検体に対する解析も行ってきた。その成果の
一部として、ストレス負荷時には免疫応答では生じない分泌経路によってサイトカインが
分泌されること、また、面談以外の有力な判定評価法がなかったうつ病、統合失調症、精神
的ストレスを血中サイトカイン濃度で判定評価できることを示した。 
サイトカインは炎症や生体ホメオスタシスの主要な制御分子であり、免疫系や血液系の

疾患のほか、生活習慣病の発症や増悪に深く関与することが多数の研究で示されている。 
これらの事実から、精神的ストレスや抑うつ気分に対して、脳や行動に影響を及ぼすのみ

ならず、たとえばサイトカインを介して身体に影響を及ぼし、生活習慣病などを 
招来しやすい状態に導いている可能性が推定される。 
本講演では、研究のフロントラインと社会実装例の一部をご紹介し、身体疾患の超早期 

診断の可能性、生活習慣に加えて精神衛生により身体疾患を回避制御できる可能性に触れ 
健康長寿のさらなる推進のためいま求められる研究開発について論じたく思います。 
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